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このドキュメントでは、Oracle GoldenGate Studioの12c (12.2.1.2)リリースの新機能、主な変更点および既知の問題について説明します。内容は次のとおりです。

	
新機能と変更された機能


	
前提条件とインストール


	
修正された問題


	
既知の問題


	
関連情報


	
My Oracle Supportの利用


	
ドキュメントのアクセシビリティについて










1.1 新機能と変更された機能



この項では、このリリースで導入れた新機能、拡張された機能および既存の機能に対する変更について説明します。






1.1.1 リリース12.2.1.2.6



	
ターゲット・データベースとしてのBig Data SystemおよびTeradataのサポート。


	
ソースおよびターゲット・データベースとしてのDB2 z/OSのサポート。


	
リポジトリ・データベースとしてのMySQLのサポート。


	
1つのデータベースから別のデータベースへのデータとメタデータの超高速移動を可能にするOracle Data Pumpのサポート。


	
Oracle GoldenGate CDCプロセスによる初期ロードの自動調整のサポート。


	
キャプチャの統合のサポート。Oracle GoldenGate Studioが単一データベースに対する単一キャプチャを生成します。これにより、パフォーマンスが向上します。


	
単一のSUPERVISORユーザーのサポート。Oracle GoldenGate Studioでは、リポジトリの作成時に作成される1人のSUPERVISORユーザーのみがサポートされ、他のユーザーの追加、変更および削除を担当します。SUPERVISORユーザーは「Security Navigator」ウィンドウにアクセスできます。SUPERVISOR以外のユーザーは自分のパスワードのみを変更できます。











1.1.2 リリース12.2.1.2.0



12.2.1.2.0リリースには、新機能は追加されませんでした。








1.1.3 リリース12.2.1.1.0



	
異種データベースのサポート。最新リリースでは、Oracle、SQLServerおよびMySQLがソースおよびターゲットのデータベースとしてサポートされています。












1.1.4 リリース12.2.1.0.0 - 初期リリース



初期リリース。











1.2 前提条件とインストール



Oracle GoldenGate StudioはJAgentを通じてOracle GoldenGateと対話するため、Oracle GoldenGate StudioにはJAgentが必要です。また、GoldenGateのdirtmpディレクトリにバックアップ・ディレクトリを作成するなどの機能を使用するには、JAgentがOracle GoldenGateと同じシステム上にある必要があります。インストールの前提条件と手順などが記載されたOracle GoldenGateのすべてのインストールおよび構成ガイドは、次の場所にあります

http://docs.oracle.com/goldengate/c1221/gg-winux/index.html









1.3 修正された問題



特定のバグ番号やチケット番号に関する不明点は、Oracleカスタマ・サポートにお問い合せください。SRはOracleサポートSR番号、BugDBはバグID番号です。






1.3.1 リリース12.2.1.2.6



Bug 24515376 - リモート・ホストへのOracleGoldenGate Studioインスタンスの接続で常にlocalhostが使用される

リモート・ホストへのOracle GoldenGateインスタンスの接続で、Oracle GoldenGateインスタンス接続のHost Nameの設定に関係なくlocalhostが使用される問題が修正されました。








1.3.2 リリース12.2.1.2.0



12.2.1.2.0リリースには、新しいバグは追加されませんでした。








1.3.3 リリース12.2.1.1.0



Bug 23234498 - セカンダリ切捨てポイントの管理オプションによって常にtranlogoptionsが付加される

セカンダリ切捨てポイントの管理オプションによってtranlogoptionsが付加される問題が修正されました。メニューから最初のメニュー項目である太線を選択することでパラメータを無効にできます。この線は、無効化オプションである空白に相当します。





Bug 22809171 - MySQL表についてDDLおよびINSERTAPPENDパラメータがマッピングPIに表示される

MySQLの表またはデータベースについてDDLやINSERTAPPENDといった無効なパラメータがマッピングに表示される問題が修正されました。INSERTAPPENDパラメータはマッピング・エディタから削除されました。クラシックReplicatでのみ、チューニング・カテゴリで使用できます。





Bug 22734341 - RDBMS 11.2.0.4で統合Extractまたは統合Replicatを使用するためのオプションがOracle GoldenGate Studioに表示されない

Oracle Database 11.2.0.4で統合Extractまたは統合Replicatを使用するためのオプションがプロパティ画面に表示されない問題が修正されました。統合Replicatおよび統合Extractは、Oracle Database 11gデータベースに対して有効です。これらの機能は、Oracle Database 11.2.0.4以降のバージョンで使用してください。統合ExtractをOracle GoldenGateリリース11.2.1以前と使用しているか、統合ReplicatをOracle GoldenGateリリース12.1.2.0.0以前と使用している場合は、メッセージ・ログに警告メッセージが追加されます。









1.3.4 リリース12.2.1.0.0 - 初期リリース



初期リリース。











1.4 既知の問題



特定のバグ番号やチケット番号に関する不明点は、Oracleカスタマ・サポートにお問い合せください。SRはOracleサポートSR番号、BugDBはバグID番号です。この項の情報は、次のリリースに分かれています。






1.4.1 リリース12.2.1.2.6



Bug 24911786 - 「Oracle Data Pump」タブのエラー・ステータスが更新されない

Oracle Data Pumpメソッドで、リモート・リンク(DBリンク)が空であるか、正しくないリモート・リンクが指定されている場合、デプロイメント時にエラー・メッセージが表示されず、ステータスが「Finished」と表示されます。



Bug 24421874 - 「Drop repository」オプションに、Oracle GoldenGate Studioスキーマのオプションが有効な状態で表示されない

RCUファシリティの「Drop Repository」オプションを選択したときに、次のステップでOracle GoldenGate Studioスキーマを選択するチェック・ボックスが有効になりません。



Bug 22537513 - RCUを正常に起動するために、JDKがローカルで完全にアクセス可能である必要がある

oggstudio/oracle_common/binの場所からRCUを正常に起動するには、環境変数に記述されているJDK 8に対する完全な権限が必要です。リモートのJDKインストールではなく、ローカルのJDKインストールをポイントする方が安全です。RCUがJDKにアクセスできないとJAVA例外がスローされます。





Bug 22844671 - ファイルのバックアップのためのデプロイメント時にエラー・メッセージが表示される

古いバージョンのJAgentでソリューションをデプロイすると、エラー・メッセージ「GGSTU-60009: Unable to take backup of the file」が表示されます。最新バージョンのJAgentを使用することをお薦めします。





Bug 23232534 - 表除外およびマップ除外の動作

ソース側で表を除外すると、tableexcludeパラメータがソース側に書き込まれますが、対応するmap文はターゲット側に書き込まれません。同様に、ターゲット側で表を除外すると、mapexcludeパラメータがターゲット側に書き込まれますが、対応するtable文はソース側に書き込まれません。





Bug 24403645 - Oracle Data Pumpがワイルドカード・マッピングをサポートしない

ワイルドカード・マッピングはOracle Data Pumpでサポートされません。デプロイメント時にエラーは表示されませんが、ターゲット側のデータはロードされません。








1.4.2 リリース12.2.1.2.0



Bug 24529782 - 検証プロファイルがエラー・コードGGSTU-60031、GGSTU-60001およびGGSTU-60002で失敗する

検証プロファイルがエラー・コードGGSTU-60031「Rest Service Failure」で失敗します。接続拒否ステータスGGSTU-60001「Unable to deploy as rest api service failed」、およびGGSTU-60002「Unable to deploy as rest api service failed. java.net.ConnectException: Connection refused」を取得できません。








1.4.3 リリース12.2.1.1.0



Bug 23224813 - 割当済のSQL ServerまたはMYSQLデータベース接続の削除時にエラーがOracle GoldenGate Studioに一切表示されない

Oracle GoldenGate Studioで、リソース・ナビゲータからデプロイメント・プロファイルにすでに割り当てられているSQL ServerまたはMySQLのデータベース接続を削除しようとしても、エラーが表示されません。リソースは削除されません。





Bug 23196883 - インスタンス・データベース・タイプが変更されると、Oracle GoldenGate Studioでデフォルト・パラメータが生成されない

Oracle GoldenGateインスタンスをOracleデータベース・タイプで作成する場合は、Oracle GoldenGate Studioでパラメータ・ファイルが正しく生成されます。ただし、データベース・タイプがSQL Serverなどその他のデータベース・タイプに変更された場合は、Oracle GoldenGate Studioで、変更されたOracle GoldenGateインスタンス・データベース・タイプに対してデフォルト・パラメータ・ファイルが生成されません。

「Oracle GoldenGate Instance Resource」ダイアログでデータベース・タイプを変更し、そのリソースをダイアグラムに再度ドラッグ・アンド・ドロップすることで、これを回避できます。その後、プロパティ・インスペクタがリフレッシュされ、適切なファイルが生成されます。





Bug 22906453 - MSSQLリモート・キャプチャで警告メッセージが表示される必要がある

archivedlogonlyモードを使用せずに「Target only」、「Hub」、「Target」および「Hub Only」のテンプレートを選択した場合、警告メッセージが表示されません。









1.4.4 リリース12.2.1.0.0 - 初期リリース



	
「Deployment History」タブは移入されません。


	
「Deployment Profile」ウィザードで、初期ロードを有効にするオプションの選択を解除することはできません。ただし、「Deployment Profile Overview」サブタブ(「Deployment View」サブタブの隣)に移動し、「Deployment Configuration」を選択してから、すべての初期ロードの選択を解除するか、特定のレプリケーション・パスの初期ロードのみにすれば、デプロイ前に初期ロードを無効にすることができます。


	
オンライン・デプロイの場合、チェックポイント表名があるGLOBALSファイルを、デプロイの前に配置する必要があります。そうしないと、初期ロード、クラシックまたは調整Replicatの追加に失敗します。これによって、統合Replicat/適用には影響しません。


	
デプロイメントの初期ロードは、新規も既存も同様にすべての表をロードします。新しい表だけロードされるのではありません。


	
ダイアグラムに対する変更が、ユーザー・インタフェースで反映されない場合があります。そうなった場合は、単に「Save」を選択し、タブを閉じてからもう一度開いてください。


	
マッピング・エディタのキー列プロパティ・インスペクタで、キーとして列を選択し、保存した場合、後で選択を解除しても、恒久的になります。


	
明示的にマップされている列名を、列マッピング・エディタから削除すると、その列名の内部名がパラメータ・ファイルに残ったままになります。


	
マルチバイトの表名を使用する場合、Oracle GoldenGate StudioリポジトリはUTF8またはUnicodeである必要があります。


	
Oracle GoldenGateの接続名で非ASCII文字を使用すると、オンライン・デプロイを試行したときにエラーが発生することがあります。


	
エクスポートとインポートのユーティリティは、マルチバイト文字では使用できません。


	
グローバル・リソース・ライブラリでのデータベース接続の「Filter Table」オプションは、マルチバイトの表名では動作しません。


	
start with BEGIN timestampとCSNのように、競合するパラメータを設定した場合、これは検出されないため、どちらのオプションもパラメータ・ファイルに存在することになります。


	
グローバル・リソース・ライブラリで、データベースにデプロイメント・プロファイルを関連付けた場合、データベース接続名は変更できません。


	
この初期リリースで動作保証されているのは、Oracle Databaseのソースとターゲットのみです。


	
Oracle GoldenGateファイルをローカルで生成すると、ZIPファイルが破損します。ただし、解凍後のファイルは正しく出力されます。


	
プロジェクト、ソリューションまたはマッピングのインポート後、更新ボタンを押さないとページに表示されないことがあります。













1.5 関連情報


Oracle GoldenGate製品のドキュメント・ライブラリは、次の場所にあります。

Oracle GoldenGate

Oracle GoldenGate Application Adapters

Oracle GoldenGate for Big Data

Oracle GoldenGate Director

Oracle GoldenGate Plug-in for EMCC

Oracle GoldenGate Monitor

Oracle GoldenGate for HP NonStop (Guardian)

Oracle GoldenGate Veridata

Oracle GoldenGate Studio

Oracle GoldenGateのベスト・プラクティス、記事およびソリューションを含む追加情報は、次の場所にあります。

Oracle GoldenGate A-Team Chronicles







1.6 My Oracle Supportの利用



My Oracle Supportを使用して、顧客、パートナー、オラクル社の社員が報告したナレッジ・ソリューション、回避策、その他の情報を見つけることができます。My Oracle Supportで、サービス・リクエストをオープンすることもできます。サービス・リクエストを解決するためにパッチが必要な場合、My Oracle Supportからパッチをダウンロードする方法が指示されます。


注意:

Oracle GoldenGate Studioを販売代理店から購入し、サポートを受ける場合は、My Oracle Supportからサービス・リクエストを作成せず、その代理店に問い合せてください。









1.6.1 Oracle GoldenGate Studioナレッジ・ベースの表示



Oracle GoldenGate Studioのナレッジ・ベースを表示するには、次の手順に従います。




	My Oracle Support Webサイト(http://support.oracle.com)を参照します。
	言語を選択し、電子メールとOracleパスワードでログインします。
	「Knowledge」タブをクリックします。
	「Select a product or product line」フィールドで、GoldenGate Studioと入力し、Oracle GoldenGate製品を状況依存リストから選択して結果を絞り込みます。(このリストが表示されるまで数秒間待機が必要な場合があります。)
	「Enter search terms」フィールドで、検索キーワードまたは複数のキーワードを入力して、問合せを絞り込みます。



「Help」をクリックすると、このタブの使用方法の追加情報が取得されます。









1.6.2 Oracle GoldenGate Studioサポート・リクエスト・チケットの作成



質問または問題に対する回答をナレッジ・ベースで見つけられない場合は、次の手順に従ってOracle Supportによるサポート・リクエスト・チケットオープンできます。




	My Oracle Support Webサイト(http://support.oracle.com)を参照します。
	言語を選択し、資格証明でサインインします。このWebサイトを使用するための登録がまだの場合は、登録する必要があります。
	「Service Requests」タブをクリックします。
	「Create SR」をクリックします。
	Create Service Requestウィザードを使用して、SRを完了して送信します。「Help」をクリックすると、このタブの使用方法の追加情報が取得されます。










1.7 ドキュメントのアクセシビリティについて



Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWeb サイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。





Oracleサポートへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害のあるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。
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危険な用途への使用について

このソフトウェアまたはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアまたはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション(人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む)への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性(redundancy)、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、Oracle Corporationおよびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

商標と登録商標について

OracleおよびJavaはオラクルおよびその関連会社の登録商標です。その他の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。

Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXは、The Open Groupの登録商標です。

第三者のコンテンツ、製品、サービスに対する免責事項

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に別段の定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。

Pre-General Availability (一般提供前)版のドキュメントについて

このドキュメントがPre-General Availability (一般提供前)版の場合:

このドキュメントはPre-General Availability (一般提供前)版であり、デモおよび暫定使用のみを目的としたものです。このソフトウェアを使用するハードウェアに限定するものではありません。Oracle Corporationおよびその関連会社は、このドキュメントに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。また、このドキュメントを使用したことによって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。

非公開のPre-General Availability (一般提供前)版のドキュメントについて

このドキュメントが非公開のPre-General Availability (一般提供前)版の場合:

このドキュメントに含まれる情報は、情報の共有のみを目的としたものであって、顧客諮問委員会(Customer Advisory Board)のメンバーとしてのお客様の立場でのみ、またはお客様のPre-General Availability Trial Agreement (Pre-GAトライアル契約)のみに従って検討されるべきものとします。マテリアル、コード、または機能の提供をお約束するものではなく、購入決定を行う際の判断材料とすべきではありません。このドキュメントに記載されている特徴または機能の開発、リリースおよび時期については、オラクルの裁量により決定されます。

このドキュメントには、ソフトウェアまたは印刷物などの形式を問わず、オラクルが独占的な権利を有する財産的情報が含まれています。この機密資料へのアクセスと使用は、お客様とオラクルとの間で締結され、お客様が遵守に同意した、Oracle Master Agreement、Oracle License and Oracle Services Agreement (オラクル・ライセンスおよびサービスに関する契約書)、Oracle Partner Network Agreement、Oracle Distribution Agreementまたはその他のライセンス契約の条件に従うものとします。このドキュメントとその内容の開示、コピー、複製および配布には、オラクルによる事前の承諾を必要とします。このドキュメントはライセンス契約の一部となるものではなく、オラクルおよびその子会社や関連会社との契約を構成するものではありません。

ドキュメントのアクセシビリティ

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。

Oracle Supportへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。
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